
 

 

令和５年４月 18日  

学校名：県立伊勢原支援学校  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）案 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月７日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 26日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

自立と社会参
加をめざし、
キャリア教育
の観点から教
育内容を見直
すとともにわ
かってできる
授業を行うた
めの授業改善
を行う。 

① カリキュラム 
マネジメント実施
計画に沿って、自
立と社会参加の観
点から学びの連続
性、学部間の系統
性の構築に向けた
教育課程の見直
し、学習内容の検
討を行う。 
 
 
② ICT機器等を 
有効に活用し、視
覚支援を活かした
よりわかりやす
く、主体的に学ぶ
授業づくりを進め
る。 

① ・教育企画班及びリー 
ダー会を中心に、学習内容
の学びの連続性を踏まえて
書式を統一した年間指導計
画に基づき、系統的な指導
を実践する。 
・カリキュラムマネジメン
ト実施計画に沿って、学習
内容の系統化を整理し、教
科の指導内容表の作成を進
める。 
 
② ・ICT機器利活用の実 
践例の共有やミニ研修会な
どを行い、誰もが取り組み
やすい効果的な活用方法に
ついて共有する。 
・児童生徒のコミュニケー
ション支援や主体的な学び
の手立てとして、より効果
的に ICT機器を活用する。 

① ・学習内容の学び 
の連続性を踏まえ、年
間指導計画に基づき、
系統的な指導を実践す
ることができたか。 
・カリキュラムマネジ
メント実施計画に沿っ
て、学習内容の系統化
を整理し、教科の指導
内容表の作成を進めた
か。 
 
② ・ICT機器利活用 
の取組が活性化し、授
業を工夫し、改善でき
たか。 
・ICTの利活用を推進
し、児童生徒の主体的
な学びを促進し、理解
を深めることができた
か。 
 

     

２ 

(児童・生

徒) 

生徒指導・

支援 

児童生徒一人
ひとりのおか
れている環境
や 障 害 の 状
況、発達段階
を含む困難さ
に応じ児童生
徒が主体的に
学び、課題を
解決する力を
身に付ける指
導・支援を行
う。 

 

 

 

 

 

 

 

① 全校共通のア 
セスメントの結果
から児童生徒の状
態を的確に把握
し、個別教育計画
の作成と教育活動
の実践に活かす。 
 
 
 
 
 
 
② 様々な集団に 
おける対話的な活
動を通してコミュ
ニケーション力を
高め、互いの良さ
を認め合い、支え
合える人権教育を
推進する。 

① ・発達段階に応じた全 
校共通アセスメントを効果
的に活用し、個別教育計画
作成のマニュアルをもとに
研修を行い、適切な目標設
定と手立てを講じて、指
導・支援を実践する。 
・個別教育計画を活用した
ケーススタディを計画的に
実施し、指導方法の改善、
共有化を図る。 
 
 
② ・縦割りの授業や学部 
学年を超えた集団活動を通
して、協調性や思いやりの
心を育み、自己肯定感を養
う。 
 
 
 

①・全校共通アセスメ
ントの活用方法や個別
教育計画作成のマニュ
アルをもとに、全職員
が理解し、個別教育計
画を作成することがで
きたか。 
・児童生徒の状態像を
的確に捉え、ケースス
タディを行い、個に応
じた授業実践、指導が
できたか。 
 
②・集団活動を通して 
児童生徒の互いの良さ
を認め合い、支え合う
活動を促す授業実践や
指導ができたか。 
 

     



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月７日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 26日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・

支援 

将来を思い描
き、自ら選び
取ることので
き る 進 路 指
導・支援を行
う。 

① 各学部におい 
てキャリア教育の
観点による指導・
支援を充実させ、
小学部から高等部
まで連続性のある
系統的な指導・支
援ができるように
する。 
② 各学部と進路 
支援班が協働し、
児童生徒の適性を
活かし、ニーズに
応じた進路選択に
つなげる内容を授
業に取り入れると
ともに、積極的に
情報を発信してい
く。 

① 「キャリア教育推進の 
ポイント」を基本に、将来
身につけたい力を明確に
し、系統的な指導計画を立
て、指導、支援を行う。 
・作業学習等、ねらいを明
確にし、児童生徒の自立と
社会参加に結びつく指導・
支援を実践する。 
②・進路支援班と連携し、
各学部それぞれの発達段階
における進路指導について
検討し実施する。 
・校内の支援体制を構築
し、面談や相談を通して、
児童生徒の適性やニーズを
把握する。 
・進路だよりや見学会等を
通じて、保護者へ情報提供
を行い、より良い進路選
択・支援につなげる。 

① 「キャリア教育推 
進のポイント」に基づ
き、将来身に付けたい
力を明確にし、自立と
社会参加につながる授
業実践を行ったか。 
 
 
 
② ・進路支援班と協 
働し、児童生徒の適性
やニーズに応じた指
導・支援ができたか。 
・保護者への情報提供
を通して、連携して進
路指導・支援に取り組
めたか。 

     

４ 
地域等との

協働 

共生社会の実
現に向け、地
域の様々な人
や機関との相
互交流の活動
を展開する。 

① 学校運営協議 
会を通して、地域
や関係機関と連携
し、教育活動の充
実を図る。 
 
 
 
 
 
②学校コンサル
テーションの視
点に立ち、地域
の学校の支援教
育体制構築に向
け て 支 援 を 行
う。 

① ・地域や近隣の学校 
等、交流や共同学習を進
め、その取組を地域や保護
者に発信する。 
・地域資源を活用した授業
を推進する。 
・学校間の連絡会を通して
情報を共有し、職員間の交
流や合同研修会等の実施を
継続・発展させる。 
② ・定期巡回相談を通し 
て、地域の学校における支
援力向上のため、必要な情
報発信・支援を行う。 
・市町教育委員会と連携し
た取組として実施する。 

①・地域や学校間交流
を推進し児童生徒間の
相互理解が進んだか。
また取組を地域や保護
者に発信できたか。 
・地域資源の活用が推
進できたか。 
・学校間交流や地域と
の交流を実施し職員間
の交流が図られたか。 
②・定期巡回相談によ
り、地域学校における
支援力向上に向けた働
きかけができたか。 
・市町教育委員会と定
期巡回相談の目的につ
いて共有できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

すべての職員
が教育課題を
的 確 に 把 握
し、当事者意
識を持ち学校
課題を組織的
に対応・改善
できる人材育
成と効率の良
い機能的な組
織 体 制 を 作
る。 
安心・安全

な学校づくり
を行う。 

① 安心・安全な 
学校環境を整える
ため、防災・防犯
訓練等災害対応力
を向上させる取組
を実施する。 
 
 
②事故・不祥事防
止に向けて、全職
員が主体的に課題
意識を持つととも
に、より心理的安
全性を向上させる
学校づくりに取り
組む。 

① ・避難訓練等防災教育 
を通して児童生徒が自ら身
を守る行動がとれるよう指
導支援を行う。 
・地域や関係機関と連携し
て安全教育に取り組む。 
 
 
② ・事故・不祥事を自分 
事と考える意識向上のた
め、校内のミニ研修会の講
師を総括教諭に限らず、テ
ーマごとに幅広く担当して
もらい実施する。 
・日ごろの教員同士のコミ
ュニケーションを大切に
し、同僚性を高めることで 
業務の効率化を図るととも
に、相互の心身の変化に早
く気づけるようにする。 

①・防災教育を通して
児童生徒が自ら身を守
る行動がとれるように
なったか。 
・地域や関係機関と連
携して安全教育に取り
組むことができたか。 
 
② ・事故・不祥事防 
止に向けて、自分事と
とらえて行動すること
ができたか。 
・教員同士、コミュニ
ケーションを図り、同
僚性を高めることがで
きたか。 

     

 


